
日
韓
観
光
交
流
の
今
後

「
韓
国
旅
検
定
」で
韓
国
再
認
識

ス
ト
ー
リ
ー
あ
る
旅
で
誘
客
を

　
（ 前 ） 韓 国 観 光 公 社
日本地域センター長兼東京支社長　鄭辰洙氏に聞く　

ＪＡＬ

持
続
可
能
な
働
き
方
普
及

「
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
研
究
会
」総
会
に

人

令和トラベル

目
的
地
別
１
位
は「
韓
国
・
ソ
ウ
ル
」


代
前
後
、Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
利
用
多
い年は「安近短＋深」がキーワード

国
内
旅
行

％
増
に

ＫＮＴ―
ＣＴＨＤ

顧
客
価
値
を
最
大
化

東
武
ト
ッ
プ
が
組
織
改
正

日
本
観
光
・
物
産
博

台
湾
・
台
中
で
開
催

日
旅
が
特
別
協
賛

「『
心
躍
る
』を
解
き
放
つ
」

パ
ー
パ
ス
制
定
、ロ
ゴ
一
新
ＨＩＳ


　

　
　



年３月、新横浜に東急乗り入れで流れ変わる

1

国
内
は

億
円
に

阪急交通国
内
は
．
億

阪
急
阪
神
Ｂ
Ｔ

総
販
は

億

阪
神
Ｔ
Ｉ

年月末に任期を終えて帰国

　
―
―
２
０
２
２
年
を
振
り
返

っ
て
。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
海
外
渡

航
に
関
す
る
制
限
の
緩
和
措
置

に
向
け
て
、
日
本
政
府
や
韓
国

政
府
に
声
掛
け
の
往
復
を
し
て

い
た
。
結
果
、
韓
国
で
は
６
月

８
日
か
ら
全
て
の
入
国
者
の
隔

離
義
務
が
免
除
に
。
８
月
４
日

か
ら
は
ノ
ー
ビ
ザ
で
の
韓
国
入

国
が
再
開
し
た
。
と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
一
方
、
日
本
の
方
に

は
ビ
ザ
取
得
の
た
め
、
領
事
館

の
前
で
並
ん
で
い
た
だ
い
た
こ

と
は
申
し
訳
な
か
っ
た
。
訪
韓

者
は
、

、

代
の
若
者
が
多

く
、
恋
人
が
い
る
、
ず
っ
と
待

つ
知
り
合
い
が
い
る
、
韓
国
の

雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
み
た
い
な

ど
の
理
由
を
持
つ
人
が
多
か
っ

た
。
ノ
ー
ビ
ザ
決
定
後
は
、
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
。

月


日
に
は
Ｂ
Ｔ
Ｓ
が
釜
山
で


万
人
規
模
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
行

い
機
運
は
高
ま
っ
た
。

月
１

日
か
ら
は
ノ
ー
ビ
ザ
が
全
面
開

放
と
な
っ
た
。
上
半
期
で
は
３

月
に
横
浜
、
５
月
に
東
京
、
６

月
に
は
千
葉
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
た
。
訪
韓
者
数
ト
ッ

プ
５
の
地
域
で
、
韓
国
旅
行
へ

の
高
い
意
欲
や
期
待
な
ど
か
ら

手
応
え
を
感
じ
取
っ
た
。
下
半

期
で
は
、
ノ
ー
ビ
ザ
決
定
後
に

大
手
旅
行
会
社
な
ど
が
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
な
ど
の
動
き
を
、
す
ぐ

に
し
て
く
れ
た
こ
と
に
は
感
謝

し
て
い
る
」

　
―
―

年
は
、
「
と
き
め
く

韓
国
」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に

し
て
い
た
。

　
「
約
２
年
半
の
間
、
韓
国
に

行
け
な
い
期
間
は
続
い
た
が
、

恋
人
や
友
人
に
会
っ
た
り
、
新

た
な
発
見
に
出
会
え
る
と
き
め

く
気
持
ち
を
持
ち
な
が
ら
韓
国

を
訪
れ
て
ほ
し
い
こ
と
な
ど
か

ら
、
本
社
と
話
し
合
っ
て
決
め

た
。と
き
め
く
韓
国
を
通
じ
て
、

こ
れ
か
ら
新
し
い
韓
国
旅
行
の

楽
し
み
方
を
提
案
で
き
た
」

　
―
―
今
後
、
韓
国
観
光
公
社

（
Ｋ
Ｔ
Ｏ
）
と
し
て
売
り
出
し

て
い
き
た
い
テ
ー
マ
は
。

　
「
食
べ
物
、
伝
統
市
場
、
ビ

ュ
ー
テ
ィ
ー
、
公
演
な
ど
は
引

き
続
き
力
を
入
れ
て
い
く
。
こ

れ
か
ら
は
、
富
裕
層
向
け
の
ウ

ェ
ル
ネ
ス
観
光
を
展
開
し
て
い

く
。
自
然
や
ユ
ニ
ー
ク
べ
ニ
ュ

ー
の
中
で
行
う
癒
や
し
体
験
、

韓
医
学
に
基
づ
い
た
韓
方
な
ど

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
」

　
―
―
公
演
観
光
に
は
力
を
入

れ
て
い
た
。

　
「
Ｋ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
に
続
く
、

『
Ｋ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
』
な
ど
の

名
で
売
り
出
し
た
か
っ
た
が
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
た
。
好

き
な
俳
優
が
眼
前
で
セ
リ
フ
を

言
い
、
踊
り
、
カ
ー
テ
ン
コ
ー

ル
の
際
に
は
歌
っ
て
応
え
る
な

ど
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
も
の
だ
。

ま
た
、
日
本
語
字
幕
が
あ
る
ほ

か
、
女
性
層
が

％
と
高
い
な

ど
、
女
性
１
人
か
ら
で
も
気
軽

に
劇
場
に
訪
れ
ら
れ
る
。
ソ
ウ

ル
の
演
劇
街
『
大
学
路
』
な
ど

で
ぜ
ひ
楽
し
ん
で
も
ら
い
た

い
」

　
―
―
韓
国
渡
航
の
現
状
に
つ

い
て
。

　
「

月
に
は
、
約
６
万
８
千

人
が
韓
国
を
訪
れ
た
。
コ
ロ
ナ

前
と
比
べ
る
と
回
復
は
ま
だ
ま

だ
だ
が
、
韓
国
ド
ラ
マ
『
愛
の

不
時
着
』
『
梨
泰
院
ク
ラ
ス
』

を
見
た
人
や
、
美
容
や
グ
ル
メ

を
韓
国
の
本
場
で
味
わ
い
た
い

と
い
う
人
か
ら
の
ニ
ー
ズ
は
高

く
、
日
ご
ろ
か
ら
東
京
・
新
大

久
保
で
韓
国
文
化
を
楽
し
む


、

代
の
女
性
層
や
、
ネ
ッ

ト
で
情
報
を
得
て
予
約
す
る
層

か
ら
の
予
約
は
増
え
て
い
る
」

　
―
―
日
韓
観
光
の
現
状
、
そ

し
て
今
後
を
ど
う
捉
え
て
い
る

か
。

　
「

年
２
、
３
月
に
は
航
空

便
が
増
え
、

年
の

％
ま
で

は
回
復
す
る
は
ず
だ
。
恐
ら
く

韓
国
人
か
ら
の
戻
り
の
方
が
早

い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
そ

の
分
日
本
人
に
よ
る
渡
韓
も
増

え
る
。
３
月
は
卒
業
旅
行
シ
ー

ズ
ン
で
あ
り
、
旅
行
会
社
と
も

協
力
し
な
が
ら
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
展
開
し
て
い
き
た
い
。
韓
国

で
は
、
約
３
年
間
日
本
食
を
食

べ
ら
れ
ず
に
禁
断
症
状
が
出
る

な
ど
、
若
者
か
ら
年
配
ま
で
多

く
の
人
が
日
本
に
行
き
た
が
っ

て
い
る
。
円
安
の
影
響
も
あ
る

が
、
韓
国
人
は
も
と
も
と
海
外

旅
行
が
好
き
で
、
今
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
行
く

場
所
も
限
ら
れ
て
い
る
。
コ
ロ

ナ
前
の
双
方
向
交
流
１
千
万
人

に
は
、
早
け
れ
ば

年
、
遅
く

と
も
大
阪
・
関
西
万
博
が
あ
る


年
に
は
戻
る
は
ず
だ
」

　
―
―
東
京
支
社
長
を
丸
４
年

務
め
た
。

　
「
福
岡
２
回
、
東
京
２
回
の

赴
任
で
、
今
回
の
４
年
を
含
め

て
計

年
に
な
る
。
今
回
の
４

年
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
の

は
、
東
京
支
社

周
年
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
け
た
こ
と
。
日
ご
ろ

か
ら
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
旅

行
会
社
や
観
光
関
係
者
に
改
め

て
感
謝
を
言
い
た
い
。
事
業
で

は
、
『
韓
国
旅
検
定
』
を
広
く

展
開
で
き
た
こ
と
。
会
員
数
は

約
２
万
５
千
人
ま
で
増
え
、
多

く
の
人
が
韓
国
に
関
心
を
持

ち
、
行
き
た
い
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し

た
。

月
８
日
か
ら
は
、
１
０

０
人
が
２
泊
３
日
で
韓
国
に
行

き
、
『
韓
国
旅
検
定
感
謝
祭
ｉ

ｎ
ソ
ウ
ル
』
を
開
催
し
た
。
こ

れ
は
続
く
も
の
で
あ
り
、
皆
さ

ま
に
も
韓
国
を
知
る
き
か
っ

け
、
よ
り
詳
し
く
知
る
も
の
と

し
て
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
」

　
―
―
こ
れ
ま
で
で
、
日
本
で

良
か
っ
た
場
所
は
。

　
「
和
歌
山
の
白
浜
は
薦
め
た

い
。
想
像
以
上
に
暖
か
く
、
温

泉
が
あ
り
、
海
水
浴
、
ゴ
ル
フ

も
で
き
る
。
食
で
は
韓
国
人
が

好
む
ク
エ
や
太
刀
魚
も
食
べ
ら

れ
る
な
ど
、
韓
国
人
が
好
む
全

て
が
詰
ま
っ
た
場
所
と
い
え

る
。
和
歌
山
に
は
、
文
禄
・
慶

長
の
役
の
際
、
朝
鮮
軍
に
火
縄

銃
の
技
術
を
伝
え
た
武
将
で
あ

る
沙
也
可
の
歴
史
が
あ
る
が
、

日
本
の
各
地
域
は
韓
国
と
そ
の

地
域
を
つ
な
ぐ
ス
ト
ー
リ
ー
を

紹
介
で
き
れ
ば
、
よ
り
韓
国
人

の
興
味
関
心
を
引
く
こ
と
に
つ

な
が
る
だ
ろ
う
」

　
※
ジ
ョ
ン
・
ジ
ン
ス
＝
２
０

１
９
年
１
月
か
ら
韓
国
観
光
公

社
（
Ｋ
Ｔ
Ｏ
）
東
京
支
社
長
に

就
任
、
２
０
２
２
年
か
ら
日
本

地
域
セ
ン
タ
ー
長
兼
東
京
支
社

長
に
就
任
。

年

月
末
に
任

期
を
終
え
て
帰
国
。

　
　
　
　
　
　
【
長
木
利
通
】

　
２
０
２
３
年
３
月

日
、
都

内
か
ら
東
海
道
新
幹
線
を
利
用

す
る
際
の
人
の
流
れ
が
大
き
く

変
わ
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

東
急
新
横
浜
線
、
東
横
線
の
日

吉
駅
か
ら
新
横
浜
駅
の
区
間
が

開
業
す
る
（
新
横
浜
か
ら
先
は

相
鉄
線
に
も
乗
り
入
れ
）
。

　
今
回
、
渋
谷
か
ら
の
東
急
東

横
線
と
目
黒
か
ら
の
東
急
目
黒

線
の
二
つ
の
路
線
が
東
急
新
横

浜
線
に
乗
り
入
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
驚
く
の
が
所
要
時
間
で

あ
り
、
最
速
列
車
で
渋
谷
か
ら

新
横
浜
ま
で
が

分
、
目
黒
か

ら
は

分
と
な
る
。
こ
れ
ま
で

東
横
線
・
目
黒
線
沿
線
を
は
じ

め
、
Ｊ
Ｒ
山
手
線
の
西
側
の
都

内
か
ら
東
海
道
新
幹
線
に
乗
る

際
に
は
、
品
川
駅
を
利
用
し
て

い
る
ケ
ー
ス
が
目
立
っ
た
が
、

今
回
の
東
急
新
横
浜
線
の
開
業

で
、
新
横
浜
経
由
の
方
が
早
い

ケ
ー
ス
が
増
え
る
こ
と
に
な
り

そ
う
だ
。
東
横
線
や
目
黒
線
沿

線
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
接

続
す
る
東
京
メ
ト
ロ
副
都
心
線

な
ど
か
ら
の
利
用
も
想
定
さ
れ

る
。
東
急
新
横
浜
線
に
つ
い
て

は
、
基
本
的
に
す
べ
て
の
列
車

が
東
横
線
も
し
く
は
目
黒
線
と

直
通
運
転
に
な
り
、
東
京
メ
ト

ロ
副
都
心
線
、
南
北
線
、
さ
ら

に
は
都
営
地
下
鉄
三
田
線
に
も

一
部
列
車
は
乗
り
入
れ
る
。

　
そ
し
て
、
も
う
一
つ
、
大
き

い
の
が
早
朝
の
東
海
道
新
幹
線

の
利
用
で
あ
る
。
今
回
の
東
急

新
横
浜
線
の
開
業
を
機
に
、
Ｊ

Ｒ
東
海
で
は
東
海
道
新
幹
線
の

定
期
列
車
の
新
横
浜
始
発
朝
６

時
発
「
ひ
か
り
５
３
３
号
」
に

加
え
て
、臨
時
列
車
で
あ
る
が
、

新
横
浜
始
発
６
時

分
発
「
の

ぞ
み
４
９
１
号
」
が
新
設
さ
れ

る
。
午
前
６
時
発
の
「
ひ
か
り

５
３
３
号
」
よ
り
も
先
に
名
古

屋
、
京
都
、
新
大
阪
に
到
着
す

る
。
名
古
屋
駅
に
午
前
７
時


分
着
、
京
都
駅
に
午
前
７
時


分
着
、
新
大
阪
駅
に
は
午
前
８

時

分
に
到
着
す
る
こ
と
で
、

東
京
駅
や
品
川
始
発
の
「
の
ぞ

み
」
よ
り
も

分
以
上
早
く
到

着
で
き
る
。
こ
の

分
に
よ
っ

て
宿
泊
せ
ず
、
当
日
移
動
が
可

能
に
な
る
ケ
ー
ス
も
出
て
く

る
。朝
の

分
は
重
要
で
あ
る
。

　
新
横
浜
始
発
の
午
前
６
時
発

の
「
ひ
か
り
」
、
午
前
６
時


分
発
の
「
の
ぞ
み
」
に
間
に
合

う
列
車
と
し
て
は
、
渋
谷
か
ら

で
あ
れ
ば
、
渋
谷
始
発
の
５
時


分
発
の
急
行
に
乗
る
こ
と

で
、
新
横
浜
に
午
前
５
時

分

に
到
着
す
る
。
ま
た
目
黒
方
面

か
ら
で
あ
れ
ば
、
目
黒
駅
を
午

前
５
時

分
に
出
発
す
る
各
駅

電
車
に
乗
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

新
横
浜
駅
に
午
前
５
時

分
に

到
着
す
る
。
こ
の
列
車
に
つ
い

て
は
、
始
発
駅
が
東
京
メ
ト
ロ

南
北
線
の
溜
池
山
王
と
な
っ
て

お
り
、
午
前
５
時

分
発
と
な

る
。
都
心
に
い
る
場
合
で
も
、

早
朝
１
分
で
も
早
く
、名
古
屋
、

京
都
、
大
阪
へ
向
か
い
た
い
場

合
に
重
宝
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
形
で
東
急
新
横

浜
線
は
、
周
辺
住
民
が
便
利
に

な
る
だ
け
で
は
な
く
、
東
海
道

新
幹
線
利
用
者
に
お
い
て
も
重

宝
す
る
新
路
線
に
な
り
そ
う

だ
。

　
気
に
な
る
料
金
で
あ
る
が
、

渋
谷
駅
・
目
黒
駅
か
ら
共
に
Ｉ

Ｃ
乗
車
券
で
３
５
８
円
と
な

る
。

　（
航
空
・
旅
行
ア
ナ
リ
ス
ト
、

帝
京
大
学
非
常
勤
講
師
）

（８）第３１５７号 第３種郵便物認可 ２０２３年（令和５年）１月５日（木曜日）

　
海
外
旅
行
予
約
サ
イ
ト
「
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｔ
」
を
運
営
す
る
令
和
ト
ラ
ベ
ル
は
こ
の
ほ
ど
、
Ｎ
Ｅ

Ｗ
Ｔ
海
外
旅
行
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
２
２
を
発
表
し
た
。
目
的
地
別
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
に
は
、

韓
国
・
ソ
ウ
ル
を
選
出
。
航
空
機
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
影
響
も
あ

り
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
利
用
が
多
か
っ
た
。
執
行
役
員
Ｃ
ｈ
ｉ
ｅ
ｆ
　
Ｓ
ａ
ｌ
ｅ
ｓ
　
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ

ｅ
ｒ
の
受
田
宏
基
氏
は
「
キ
ー
ワ
ー
ド
は
『
安
近
短
』
。
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
は

代
前
後

で
、
目
的
地
は
韓
国
の
ほ
か
、
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
ア
ジ
ア
圏
が
多
か

っ
た
が
、
欧
州
方
面
も
伸
び
て
き
て
い
る
」
と
話
す
。

受
田
氏

　
同
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、

年
４

月

日
か
ら

月

日
ま
で
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｔ
上
で
発
生
し
た
募
集

型
企
画
旅
行
の
予
約
数
、
渡
航

人
数
を
も
と
に
集
計
。

　

年
の
海
外
旅
行
販
売
に
つ

い
て
、
受
田
氏
は
「
毎
月
売
り

上
げ
が
倍
、
倍
と
増
え
、
毎
月

ギ
ネ
ス
を
更
新
し
た
。

年
は

８
月
の
夏
休
み
シ
ー
ズ
ン
が
コ

ロ
ナ
第
７
波
で
停
滞
し
た
が
、

海
外
渡
航
に
お
け
る
規
制
緩
和

が
進
ん
で
か
ら
は
、
予
約
が
加

速
。
日
本
の
海
外
旅
行
市
場
全

体
で
見
る
と

～

％
程
度

で
、
募
集
型
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ

ア
ー
は

％
に
満
た
な
い
が
、

確
実
に
旅
行
者
が
増
え
て
い
る

と
い
う
手
応
え
が
あ
る
。
企
業

や
、
政
府
観
光
局
と
の
連
携
も

深
め
て
い
る
」
と
振
り
返
る
。

　
旅
行
の
目
的
は
、
カ
ッ
プ
ル

で
の
旅
行
、
ハ
ネ
ム
ー
ン
、
学

生
旅
行
、
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
さ
ま

ざ
ま
。
受
田
氏
は
「
好
調
な
韓

国
で
は
、
５
、
６
人
の
男
性
グ

ル
ー
プ
が
友
人
に
会
い
に
行
く

ほ
か
、
韓
国
ド
ラ
マ
や
Ｂ
Ｔ
Ｓ

な
ど
が
訪
れ
た
場
所
を
巡
る
と

い
う
旅
も
増
え
て
い
る
」
と
述

べ
る
。
ま
た
、
最
近
人
気
の
プ

ラ
ン
と
し
て
、
「
ち
ょ
っ
と
ぜ

い
た
く
な
旅
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。
ク
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ジ
を
利
用

す
る
プ
ラ
ン
は
好
評
だ
」
と
受

田
氏
。

　
同
社
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
は
約

万
人
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー

が
い
る
。
同
社
で
は
、
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ト
レ

ン
ド
を
つ
か
み
、
早
期
で
の
ツ

ア
ー
造
成
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

展
開
を
し
て
い
る
。
今
後
に
つ

い
て
受
田
氏
は
「

年
は
安
近

短
に
一
歩
踏
み
込
ん
だ
深
み
の

あ
る
旅
と
し
て『
安
近
短
＋
深
』

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
商
品
を
提
案

し
て
い
く
」
と
述
べ
る
。

　
ラ
ン
キ
ン
グ
結
果
は
次
の
通

り
。

　
１
位
・
ソ
ウ
ル（
韓
国
）▽
２

位
・
バ
ン
コ
ク（
タ
イ
）▽
３
位
・

ホ
ノ
ル
ル（
ハ
ワ
イ
）▽
４
位
・

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
▽
５
位
・
グ
ア

ム
▽
６
位
・
シ
ド
ニ
ー（
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
）▽
７
位
・
サ
イ
パ
ン

▽
８
位
・
ロ
ー
マ（
イ
タ
リ
ア
）

▽
９
位
・
パ
リ（
フ
ラ
ン
ス
）▽


位
・
ケ
ア
ン
ズ（
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
）　
　
　
　【
長
木
利
通
】

総
会
の
様
子

新
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ロ
ゴ

　
阪
急
交
通
社
の

年

月

の
旅
行
取
扱
額
は
１
３
０
億

６
９
１
０
万
円
（
前
年

億

９
０
６
６
万
円
）
。

年
比

で
は

・
８
％
減
だ
っ
た
。

　
国
内
は
１
２
３
億
４
０
４

９
万
円
（
同

億
８
０
４
０

万
円
）
、

年
比

％
減
。

沖
縄
、
四
国
、
東
北
方
面
が

前
月
よ
り
好
転
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
第
８
波
の
懸
念
か
ら
、

先
行
き
不
透
明
感
が
漂
っ
て

い
る
と
し
て
い
る
。

　
海
外
は
５
億
８
６
１
０
万

円
（
同
１
０
０
８
万
円
）
、


年
比

・
６
％
減
。
募
集

型
企
画
旅
行
は
ビ
ザ
免
除
効

果
に
よ
り
、
韓
国
の
集
客
が

前
月
か
ら
大
き
く
伸
長
す
る

な
ど
、
ア
ジ
ア
に
回
復
の
兆

し
が
み
ら
れ
た
ほ
か
、
欧
州

も
好
転
し
た
が
、
円
安
や
燃

油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
高
騰
な

ど
も
あ
り
、
回
復
に
は
至
ら

な
か
っ
た
。

　
外
国
人
は
１
億
４
２
５
１

万
円
（
同

万
円
）
。

年

比
は

・
３
％
減
。

　
阪
急
阪
神
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ

ベ
ル
（
Ｂ
Ｔ
）
の

月
の
取

扱
額
は

億
４
５
３
５
万
円

（
同
７
億
３
７
３
２
万
円
）、


年
比

・
１
％
減
と
な
っ

た
。

　
国
内
は
団
体
旅
行
の
回
復

が
依
然
と
し
て
鈍
い
も
の

の
、
業
務
出
張
は
活
発
な
動

き
が
見
ら
れ
、
１
億
７
１
９

４
万
円
（
同
１
億
１
８
２
５

万
円
）
、

年
比

・
８
％

減
。
海
外
は

億
７
３
４
１

万
円
（
同
６
億
１
９
０
８
万

円
）
、

年

・
５
％
減
。

韓
国
、
台
湾
へ
の
業
務
渡
航

が
増
加
し
た
が
、
中
国
の
入

国
規
制
な
ど
に
よ
る
影
響
が

大
き
く
、
需
要
回
復
は
限
定

的
と
な
っ
た
。

　
阪
神
ト
ラ
ベ
ル
・
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
Ｔ
Ｉ
）
の


月
の
取
扱
額
は
１
億
７
３

７
１
万
円
（
同
３
１
５
４
万

円
）、
年
比

・
１
％
減
。

国
内
は
１
２
８
万
円
（
同
５

６
１
万
円
）
、

年
比

・

１
％
減
、
海
外
１
億
７
２
４

３
万
円
（
同
２
５
９
３
万

円
）、
年
比

・
２
％
減
。

　
Ｋ
Ｎ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
の
２
０
２
２
年


月
の
総
取
扱
額
（
グ
ル
ー
プ

５
社
計
）は
、前
年
同
月
比
１

２
４
・
７
％
増（

年
同
月
比


・
０
％
減
）の
２
９
６
億
２

０
５
４
万
円
だ
っ
た
。国
内

旅
行
が
同

・
７
％
増（
同


・
７
％
減
）の
２
０
５
億
５
２

８
３
万
円
、海
外
旅
行
が
同

１
０
７
４
・
３
％
増（
同

・

４
％
減
）の

億
５
４
１
６

万
円
。外
国
人
旅
行
が
同
９

５
７
・
５
％
増（
同

・
８
％

減
）の
７
億
９
５
４
０
万
円
、

関
連
商
品
他
が
同
２
５
６
・

１
％
増（
同
６
５
４
・
９
％

増
）の

億
１
８
１
５
万
円

と
な
っ
た
。

　
国
内
旅
行
の
内
訳
は
、
一

般
団
体
が
同
３
２
２
・
３
％

増（

億
７
１
１
９
万
円
）、

学
生
団
体
が
同

・
３
％
増

（

億
７
８
６
５
万
円
）
。

一
般
団
体
、
学
生
団
体
と
も

に
増
加
し
、
合
計
で
同

・

０
％
増
（
１
０
０
億
４
９
８

４
万
円
）
と
な
っ
た
。
国
内

自
社
企
画
は
同
２
９
９
・
９

％
増
の

億
７
８
２
４
万

円
、
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
国

内
は
同

・
８
％
増
の

億

１
６
６
４
万
円
、
合
計
で
同

１
１
２
・
２
％
増
の

億
９

２
６
万
円
。
国
内
個
人
旅
行

は
同

・
１
％
増
の

億
９

３
７
３
万
円
だ
っ
た
。

　
海
外
旅
行
の
内
訳
は
、
一

般
団
体
は
同
１
９
９
２
・
９

％
増
、
学
生
団
体
は
同
４
５

３
８
・
２
％
増
で
、
合
計
が

同
２
２
９
０
・
３
％
増
の
８

億
３
９
７
７
万
円
と
な
っ

た
。
海
外
企
画
旅
行
は
１
億

５
９
０
９
万
円
（
昨
年
は
実

績
な
し
）
、
海
外
個
人
旅
行

は
同
５
６
１
・
１
％
増
の
７

億
５
５
３
１
万
円
と
大
幅
に

増
加
し
た
。

　
区
分
別
に
見
る
と
、
国
内

一
般
団
体
は
、
再
開
の
動
き

が
あ
る
も

年
を
下
回
っ

た
。
学
生
団
体
は
、
延
期
さ

れ
て
い
た
修
学
旅
行
が
実
施

さ
れ
、

年
を
上
回
っ
た
。

国
内
企
画
旅
行
は
、
全
国
旅

行
単
位
で
催
行
す
る
ツ
ア
ー

な
ど
が
改
善
し
、
前
年
を
上

回
る
も

年
を
下
回
っ
た
。

　
海
外
一
般
団
体
、
海
外
学

生
団
体
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

旅
行
の
中
止
や
延
期
の
影
響

が
続
き

年
を
下
回
っ
た
。

海
外
企
画
旅
行
は
、
ク
ラ
ブ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
添
乗
員
付
き

ツ
ア
ー
の
取
り
扱
い
が
あ
る

も
、

年
を
下
回
っ
た
。

　
外
国
人
旅
行
は
、
入
国
制

限
の
緩
和
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
開
催
で
、
回
復

基
調
と
な
る
も
、

年
比
を

下
回
っ
た
。

　
日
本
航
空
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）
は


月

日
、
同
社
が
事
務
局

を
務
め
る
共
創
型
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
「
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
研

究
会
」
の
総
会
を
岐
阜
県
養

老
町
の
テ
レ
ワ
ー
ク
施
設

「
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ

（
ヨ
ロ
フ
ィ
ス
）
」
で
開
い

た
。
総
会
は
リ
ア
ル
＆
オ
ン

ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型

で
運
営
し
、約

人
が
参
加
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
通

じ
た
持
続
可
能
な
新
し
い
働

き
方
の
普
及
・
推
進
へ
の
取

り
組
み
を
加
速
す
る
。

　
同
研
究
会
は
、
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
軸
と
し
た
新
し
い

働
き
方
の
普
及
・
推
進
で
、

「
企
業
価
値
向
上
」「
地
域
活

性
化
」「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
」

を
図
る
目
的
で

年
２
月
に

発
足
。
月
時
点
で
全
国
か

ら

自
治
体
、
企
業
が
加

盟
し
、専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
通
じ
た
双
方
向
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、自
治
体
と

組
ん
だ
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の

実
施
、説
明
会
な
ど
の
制
度

導
入
に
関
す
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ａ
Ｌ
旅
客
販
売
推
進
部

観
光
推
進
室
長
の
白
石
将
氏

の
開
会
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

毎
日
み
ら
い
創
造
ラ
ボ
「
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
／
働
き
方
」

新
規
事
業
担
当
（
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ

　
Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
　
Ｌ
ａ
ｂ
主

催
）
毎
日
新
聞
社
・
記
者
の

今
村
茜
氏
が
「
親
子
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
」に
つ
い
て
講
演
。

「
旅
を
通
じ
て
子
供
に
成
長

し
て
ほ
し
い
、
出
張
を
家
族

旅
行
に
し
た
い
」
と
い
う
需

要
や
、
今
村
氏
が
こ
れ
ま
で

に
取
り
組
ん
だ
事
例
を
紹
介

し
て
、
「
親
子
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
」
の
現
状
や
課
題
に
つ

い
て
報
告
し
た
。
「
子
供
た

ち
に
は
新
し
い
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
作
る
の
で
は
な
く

て
、
そ
の
地
域
に
も
と
も
と

あ
る
、
地
域
の
人
が
や
っ
て

い
る
体
験
を
提
供
し
て
も
ら

っ
て
い
る
」
と
コ
ン
テ
ン
ツ

造
成
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　
今
回
の
総
会
の
受
け
入
れ

自
治
体
で
あ
る
養
老
町
産
業

観
光
課
長
兼
新
食
肉
基
幹
市

場
建
設
推
進
室
長
の
竹
中
修

氏
は「
養
老
町
の
地
域
再
生

計
画
に
つ
い
て
」と
題
し
、こ

こ
数
年
取
り
組
む「
養
老
公

園
観
光
拠
点
整
備
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」を
説
明
。地
方
創
生
推

進
交
付
金
や
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
国
家
構
想
推
進
交
付
金

を
活
用
し
た
町
内
の
観
光
コ

ン
テ
ン
ツ
の
拡
充
、施
設
の

整
備
、テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進

な
ど
を
報
告
し
た
。「
本
町
で

は
地
域
通
貨『
養
老
ペ
イ
』を

導
入
。Ｄ
Ｘ
で
経
済
が
地
域

内
循
環
す
る
仕
組
み
を
作

る
。養
老
町
が
稼
ぐ
力
を
高

め
る
取
り
組
み
、テ
レ
ワ
ー

ク
施
設『
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ

ｃ
ｅ
』を
軸
に
交
流
人
口
を

増
や
し
、進
出
企
業
の
増
加
、

移
住
者
の
増
加
に
取
り
組
ん

で
い
る
」と
強
調
し
た
。

　
研
究
会
の
活
動
報
告
で

は
、
①
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

も
た
ら
す
企
業
と
自
治
体
へ

の
効
果
②
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

文
化
を
浸
透
さ
せ
る
た
め
の

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
役
割
③
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
観
光
資
源

は
必
要
か
④
再
利
用
意
向
の

高
い
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
す
る
た
め
に
は
何
が
必
要

か
⑤
企
業
と
自
治
体
が
ウ
ィ

ン
ウ
ィ
ン
と
な
る
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
形
態
、
価
値
に
関

す
る
考
察
―
な
ど
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

進
捗

し
ん
ち
ょ
く

共
有
が
行
わ
れ
た
。

　
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ

は
、
１
月
１
日
付
で
組
織
改

正
を
実
施
し
た
。
「
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、
地
域
活

性
化
に
資
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
提
案
を
行
っ
て
課
題
解

決
を
図
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
さ
ら
な

る
推
進
や
新
た
な
事
業
展
開

を
企
図
し
、
事
業
構
造
改
革

を
深
化
、
効
率
化
さ
せ
る
こ

と
で
、
顧
客
価
値
の
最
大
化

を
図
る
」
と
同
社
。

　
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
推
進
部
内
に
全
国
の
自

治
体
を
は
じ
め
、大
会
や
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
、宗
教
、万
博
等
の
特

定
分
野
の
営
業
推
進
を
担
う

組
織
と
し
て「
全
国
支
援
室
」

を
新
設
し
、全
国
支
店
と
の

連
携
強
化
を
図
る
。同
推
進

部
内
に
は「
関
連
商
品
室
」も

新
設
。新
た
な
関
連
商
品
の

開
発
お
よ
び
全
国
各
支
店
へ

の
物
品
提
供
に
関
す
る
機
能

を
持
た
せ
る
こ
と
で
、物
販

の
基
幹
部
署
と
し
て
の
体
制

を
強
化
す
る
。

　
東
京
支
社
内
に
は
、
全
国

展
開
が
必
要
な
企
業
・
法
人

営
業
の
推
進
、
連
携
、
支
援

を
図
る
組
織
と
し
て
「
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
担
当
」
を
新
設
。
組
織
的

な
連
携
強
化
を
図
る
。

　「
東
武
沿
線
事
業
推
進
部
」

事
業
所
の
再
編
成
に
も
着

手
。非
対
面
で
の
販
売
ス
タ

イ
ル
の
浸
透
と
店
舗
機
能
の

見
直
し
に
伴
い「
池
袋
ア
ッ

プ
ル
ロ
ー
ド
支
店
」を「
池
袋

駅
支
店
」へ
、「
草
加
駅
支
店
」

を「
新
越
谷
駅
支
店
」へ
と
統

合
す
る
。ま
た
、現
在
池
袋
と

浅
草
の
２
事
業
所
体
制
と
な

っ
て
い
る
Ｔ
Ｉ
Ｃ（
ツ
ー
リ

ス
ト
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
）事
業
を「
Ｔ
Ｉ
Ｃ

東
武
」へ
と
統
合
し
、案
内
業

務
等
の
受
託
事
業
に
柔
軟
に

対
応
で
き
る
組
織
体
制
を
整

備
す
る
。

　
◎
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ

（
１
月
１
日
付
）

　
【
部
長
・
室
長
・
支
社
長

・
統
括
部
長
】

　
営
業
統
括
本
部
部
長
（
営

業
統
括
本
部
中
部
統
括
部

長
）
森
本
丈
司
▽
営
業
統
括

本
部
海
外
旅
行
部
長
兼
北
海

道
海
外
旅
行
セ
ン
タ
ー
長
兼

新
橋
発
券
セ
ン
タ
ー
長
（
営

業
統
括
本
部
海
外
旅
行
部
中

央
海
外
旅
行
セ
ン
タ
ー
長
）

堀
川
知
明
▽
営
業
統
括
本
部

ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
推
進
部
長
兼
関
連
商
品
室

長
（
営
業
統
括
本
部
首
都
圏

統
括
部
長
）
足
立
雅
彦
▽
営

業
統
括
本
部
北
海
道
統
括
部

長
（
営
業
統
括
本
部
首
都
圏

統
括
部
高
崎
支
店
長
）
飯
田

雅
晴
▽
営
業
統
括
本
部
東
北

統
括
部
長
（
営
業
統
括
本
部

ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
推
進
部
官
公
庁
事
業
部
副

事
業
部
長
）
田
口
英
之
▽
営

業
統
括
本
部
首
都
圏
統
括
部

長
（
営
業
統
括
本
部
ソ
ー
シ

ャ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進

部
副
部
長
兼
官
公
庁
事
業
部

長
）
篠
原
俊
成
▽
営
業
統
括

本
部
首
都
圏
教
育
統
括
部
長

（
営
業
統
括
本
部
中
四
国
統

括
部
岡
山
支
店
長
兼
福
山
支

店
長
）
高
野
寛
教
▽
営
業
統

括
本
部
東
京
支
社
長
（
営
業

統
括
本
部
東
北
統
括
部
長
）

尾
崎
利
行
▽
営
業
統
括
本
部

中
部
統
括
部
長
（
営
業
統
括

本
部
メ
デ
ィ
カ
ル
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
事
業
統
括
部
Ｍ
Ｃ
Ｃ

大
阪
事
業
部
長
）
所
真
司

　
日
本
旅
行
が
特
別
協
賛
、

日
本
旅
行
協
定
旅
館
ホ
テ
ル

連
盟
な
ど
が
協
力
す
る
「
日

本
の
観
光
・
物
産
博
２
０
２

２
」
（
主
催
＝
「
日
本
の
観

光
・
物
産
博
」実
行
委
員
会
）

が

月
５
～

日
、
台
湾
の

台
中
市
を
中
心
に
開
か
れ

た
。
日
本
各
地
の
自
治
体
、

観
光
関
係
者
が
出
展
。
ス
テ

ー
ジ
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

や
ポ
ス
タ
ー
展
示
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し

た
。

　
２
０
１
３
年
か
ら
の
開
催

で
、
今
回
で

回
目
。
台
北

駅
で
の
開
会
式
に
続
き
、
メ

イ
ン
会
場
を
今
回
初
め
て
台

中
市
に
移
し
、
駅
構
内
や
屋

外
ス
ペ
ー
ス
で
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
を
実
施
。
同
市
で
は
高

級
ス
ー
パ
ー「
裕
毛
屋
」で
、

日
本
各
地
か
ら
選
定
し
た
特

産
品
や
工
芸
品
の
物
産
展
も

行
っ
た
。

　
エ
イ
チ
・
ア
イ
・
エ
ス（
Ｈ

Ｉ
Ｓ
）は

月

日
、子
会
社

を
含
め
た
同
社
グ
ル
ー
プ
の

社
会
で
の
存
在
意
義
を
示
す

「
Ｈ
Ｉ
Ｓ
　
Ｇ
ｒ
ｏ
ｕ
ｐ
　

Ｐ
ｕ
ｒ
ｐ
ｏ
ｓ
ｅ
」（
パ
ー
パ

ス
）を
制
定
し
た
。パ
ー
パ
ス

は「『
心
躍
る
』を
解
き
放

つ
」。パ
ー
パ
ス
実
現
へ
の
行

動
指
針「
Ｈ
Ｉ
Ｓ
　
Ｇ
ｒ
ｏ

ｕ
ｐ
　
Ｖ
ａ
ｌ
ｕ
ｅ
」（
バ
リ

ュ
ー
）を
取
り
決
め
る
ほ
か
、

パ
ー
パ
ス
を
経
営
の
軸
に
据

え
る
決
意
を
込
め
、コ
ー
ポ

レ
ー
ト
ロ
ゴ
を
一
新
し
た
。

　
パ
ー
パ
ス
は
、「
旅
を
通
じ

て
未
知
と
の
出
会
い
を
解
き

放
ち
、常
識
を
問
い
直
し
て

き
た
創
業
時
か
ら
の
軌
跡
」

「
常
に〝
挑
戦
者
〟で
あ
る
と

い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」

を
も
と
に
作
成
。「
あ
ら
ゆ
る

出
会
い
と
つ
な
が
り
を
創
出

し
、豊
か
で
か
け
が
え
の
な

い
時
間
の
創
造
、相
互
理
解

の
促
進
で
、新
た
な
価
値
を

提
供
す
る
」と
同
社
。

　
バ
リ
ュ
ー
は
、
①
冒
険
と

挑
戦
②
ス
ピ
ー
ド
と
ア
ジ
リ

テ
ィ
③
バ
ラ
ン
ス
と
倫
理
観

④
明
る
く
元
気
に
―
の
四

つ
。
ま
た
、
今
ま
で
の
理
念

体
形
を
見
直
し
、
Ｈ
Ｉ
Ｓ
　

Ｇ
ｒ
ｏ
ｕ
ｐ
　
Ｐ
ｈ
ｉ
ｌ
ｏ

ｓ
ｏ
ｐ
ｈ
ｙ
に
ま
と
め
た
。

創
業
時
か
ら
受
け
継
が
れ
、

未
来
に
受
け
継
い
で
い
く
べ

き
「
創
業
の
精
神
」
を
基
盤

に
、
社
会
に
対
し
て
私
た
ち

が
守
る
べ
き
行
動
規
範
と
し

て
の
「
行
動
憲
章
」
を
見
直

し
、
新
た
に
制
定
し
た
バ
リ

ュ
ー
と
パ
ー
パ
ス
を
組
み
合

わ
せ
て
体
系
化
し
て
い
る
。

　
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ロ
ゴ
は
、

パ
ー
パ
ス
を
重
視
し
た
経
営

に
す
る
た
め
、
パ
ー
パ
ス
の

タ
グ
ラ
イ
ン
を
入
れ
た
ロ
ゴ

も
採
用
。
色
は
過
去
の
Ｈ
Ｉ

Ｓ
が
背
負
っ
て
き
た
ブ
ル
ー

を
ベ
ー
ス
に
、
「
心
躍
る
」

を
解
き
放
つ
色
と
し
て
、
Ｈ

Ｉ
Ｓ 

Ｕ
ｎ
ｌ
ｅ
ａ
ｓ
ｈ 

Ｂ

ｌ
ｕ
ｅ
を
採
用
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
様
子（
台
中
市
）


